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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
解剖学は、生体内の構造や形そのものを解析対象とし、また構造や形を指標として生体内で起きている
現象を調べる学問であり、学術的に医学全体の根幹を支える基礎としての意義を有する。学術集会の開
催と学術誌刊行が活動の柱である。また、医学・歯学・獣医学の各学科や医療専門職養成機関における
重要な基幹教育科目でもあり、学生教育を通じて医学・医療の水準の向上に貢献している。 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
英文誌 Anatomical Science International (ASI)を刊行し、解剖学分野の牽引ジャーナルの１つとして国
際的にも認知されている。また、アジア太平洋国際解剖学会議（APICA）の創設時学会として、国際解
剖学会議（IFAA、2004 年）などの国際学会も主催するなど、アジア太平洋地域を中心とした国際交流
と学術的発展に寄与している。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

解剖学研究を通じて医学の学術的基盤を支えると共に、卒前卒後の解剖学教育・研修を介して医学・医
療の発展に寄与している。（公財）日本篤志献体協会とともに運営にあたる献体活動は、これらの活動
の基礎となっている。1983 年「医学および歯学教育のための献体に関する法律（献体法）」制定に際し、
本学会は中心的役割を担った。現在、医学部と歯学部で実施される肉眼解剖学実習における献体された
ご遺体の比率は 99％を超え、献体制度は日本の医師・歯科医師の養成を支える基盤になっている。ま
た、2012 年には日本解剖学会と日本外科学会が「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイド
ライン」を公表した。これにより、献体に際し手術手技研修（CST：サージカルトレーニング）を目的
とした利用に生前同意していただいたご遺体を用いて、医師・歯科医師による手術手技の研修・研究・
開発が可能となり、現在、厚生労働省や文部科学省による支援事業も受けて手術手技研修を実施する大
学が漸増している。かつてない高まりを見せる医療安全を求める国民の声に応えるべく、体制を整えつ
つある。 
ｄ.学会運営上留意している点 

一般社団法人、ならびに日本医学会加盟団体として、学会活動を通じて国民の利益の向上を図れるよ
う、活動を行っている。 

Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

 １．全国学術集会時に連携シンポジウムを開催した。 
   2024 年 日本解剖学会・日本生理学会及び日本薬理学会連携シンポジウム 
       「慢性疼痛の多階層的基礎研究」 



   2023 年 日本解剖学会・日本生理学会連携シンポジウム 
       「オルガネラや細胞膜の特殊化した膜領域「ゾーン」研究の最前線」 
      2022 年 日本解剖学会・日本生理学会連携シンポジウム 
       「シングルセル解析で読み解く体の構築と機能」 
   2021 年 日本解剖学会学術委員会・日本生理学会学術研究委員会 合同企画 
       「[日本医学会連合連携フォーラム] 細胞外小胞の制御と機能」 
       日本解剖学会・日本生理学会男女共同参画推進委員会 合同企画 
       「解剖生理合同交流会：2つのアンケートが示す新型コロナ感染拡大前後の研究環境」 
   2020 年 日本解剖学会・日本生理学会連携シンポジウム 

「生物の形態形成・機能変化を引き起こす構造とエネルギー」 
日本解剖学会・日本外科学会連携シンポジウム 
「CST実施におけるボトルネックの解消法を探る – 2」 

   2019 年 日本解剖学会・日本生理学会連携シンポジウム 
       「内耳蝸牛・聴覚伝導路における音信号伝達・処理メカニズムの形態学的・生理学的基 

盤」 
日本解剖学会・日本外科学会連携シンポジウム 
「CST実施におけるボトルネックの解消法を探る」 

   2018 年 日本解剖学会・日本生理学会連携シンポジウム 
「解剖・生理学による生体膜ドメイン研究の新たな展開」 

   2017 年 日本解剖学会・日本生理学会連携シンポジウム 
「臓器連関の解剖生理学」 

２．日本外科学会 CST推進委員会へ会員 4名を推薦し、献体制度を基盤とする手術手技研修の適正化
に協力している。 

 


